



















岸 政彦 氏（立命館大学） ※講演時は龍谷大学
「物語／歴史／人生 －個人史から社会を考える三つの方法－」
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（笑）、そういう感覚というのは僕はいいなと思うんですよ。
朴さん言われた何ですかね、あれを主観的リアリティとは言わせたくないと。自分は最初そう思
ってたけど、途中からこれは絶対そんなもんじゃないと、言わせたくないというふうに、個人が判
断できちゃう、これが間主観性では説明できないところかもしれない（笑）。
でも、今日でそんな解決がつくような話じゃないし、ただここで思うのは、ライフヒストリーと
かライフストーリーという話を問題にしてきたけど、最後に出てきた、特に北田さんなんかが言わ
れたような話というのは、ソシオロジカルストーリーを我々が一体どういうふうに解読し、分析
し、そして共有できるのか。あるいは、やっぱりエスノメソドロジーの立場と我々の立場は違う
ね、みたいに言わなくてはならないのかというような、そういう問題も並行してやらないといけな
いなということがわかってきたということもあると思いますね。
でも、自己反省をし過ぎたら研究できなくなるからそういう考え方はやめようというのは、私個
人としては、ある意味で逆政治性みたいのを感じてしまうのですが。
これだけの人が証人になっているから、今日の出来事はまた広く伝えられていくでしょう。2回
目、3回目の公開研究会がまた開かれることを願って、これでお開きにしたいと思います。
どうもありがとうございました。（拍手）
特集 1 《共にあること》と《耳を傾けあうこと》
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